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（総 則） 

第１条 平成３０年度旭市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 
 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 

 (1) 給水件数及び給水量等 

区     分 予   定   量 

給 水 件 数 ２０，２５７ 件 

年 間 給 水 量  ６，１３８，８３４ ｍ３

１ 日 平 均 給 水 量 １６，８１９ ｍ３

 
  

(2) 主要な建設改良事業 

    

配水管布設工事         事業費   ５９，７６０千円 

   配水管布設替工事        事業費  ２９，７００千円 
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（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 

収         入 

第 １ 款 水 道 事 業 収 益 １，６７２，６６２千円 

 第 １ 項 営 業 収 益    １，６２０，９１２千円 

 第 ２ 項 営 業 外 収 益 ５１，７５０千円 

支         出 

第 １ 款 水 道 事 業 費 用 １，４９１，９４４千円 

 第 １ 項 営 業 費 用 １，４３０，４６３千円 

 第 ２ 項 営 業 外 費 用 ４０，５１３千円 

 第 ３ 項 特 別 損 失 ９６８千円 

 第 ４ 項 予 備 費 ２０，０００千円 
 

 

（資本的収入及び支出） 

第 ４ 条  資 本 的 収 入 及 び 支 出 の 予 定 額 は 、次 の と お り と 定 め る 。（ 資 本 的 収 入 額 が 資 本 的 支 出 額 に 対 し 不 足

す る 額 １ ９ ５ ， ９ ９ ９ 千 円 は 、 当 年 度 分 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 資 本 的 収 支 調 整 額 １ １ ， ５ ７ １ 千 円 、 減

債 積 立 金 ４ ２ ，４ ４ ３ 千 円 、過 年 度 分 損 益 勘 定 留 保 資 金 １ ４ １ ，９ ８ ５ 千 円 で 補 て ん す る も の と す る 。）  
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収         入 

第 １ 款 資 本 的 収 入 ７４，９２５千円 

 第 １ 項 出 資 金 １５，６００千円 

 第 ２ 項 負 担 金 ２９，０１４千円 

 第 ３ 項 給 水 申 込 金 ３０，３１１千円 

 

 

支         出 

第 １ 款 資 本 的 支 出 ２７０，９２４千円 

 第 １ 項 建 設 改 良 費 ２０８，２３４千円 

 第 ２ 項 企 業 債 償 還 金 ４２，４４３千円 

 第 ３ 項 

第 ４ 項 

そ の 他 資 本 的 支 出

予 備 費

２４７千円 

２０，０００千円 
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（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事 項 期 間 限 度 額 

旭市水道事業長期計画策定業務委託 
平成３０年度から 

平成３１年度まで １４，２６５千円 

 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、８０，０００千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1) 第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項特別損失との相互 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 (1) 職 員 給 与 費  １０５，９６８千円 

 (2) 交 際 費       ３３千円 

 

（たな卸資産購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、４，８９０千円と定める。 

 

 

 

  平成３０年 ３ 月 １ 日 提出 

 

 

旭 市 長  明  智  忠  直 
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